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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

P1 P1
　1頁で「全長239km」という表現があるが、5頁目にな
ると「幹線流路延長239km」となっている。
　後者のほうがいいかと思う。

以下のように修正
　「全長239㎞」　⇒　「幹川流路延長239km」

P1
P2

P1
P2

　計画の理念の中で利水をしっかり考えていくという姿
勢を出して頂かないといけない。

P1 維持管理の面では・・・、の前に以下の文章を追加
『利水の面では、阿武隈大堰の建設、多目的ダムの建設による水資源開発など、これまでに多く
の事業を実施してきました。今後はこれら施設を適切に維持管理するとともに、渇水に対する備
えを充実させることが必要です。』

P2 基本理念の文章を修正
「河川整備基本方針で定めた目標に向け、必要な各種治水対策を総合的に展開するとともに、上
下流の治水安全度のバランスを考慮しつつ段階的な整備を進め、洪水、内水被害、高潮、地震等
さまざまな災害から沿川地域住民の生命と財産を守り、人々が安心して暮らせる安全な阿武隈川
の実現を目指します。
また、地域の安全と安心が持続できるよう、流域の自然的、社会的特性を踏まえた継続的・効率
的な河川の維持管理に努めます。」
⇒
「河川整備基本方針で定めた目標に向け、必要な各種治水対策を総合的に展開し、上下流の治水
安全度のバランスを考慮しつつ段階的な整備を進め、洪水、内水被害、高潮、地震等さまざまな
災害から沿川地域住民の生命と財産を守るとともに、渇水に対する備えを充実させ、人々が安心
して暮らせる安全な阿武隈川の実現を目指します。また、地域の安全と安心が持続できるよう、
流域の自然的、社会的特性を踏まえた継続的・効率的な河川の維持管理に努めます。」

P6 P6
6頁の「流域の地形」で、北は名取川、南は久慈川とあ
りますが、西について何も書いていない。

以下のように修正
　「北は名取川流域、南は久慈川流域に接しています。」
　  ⇒「北は名取川流域、南は久慈川流域、西は最上川流域、阿賀野川流域に接しています。」

P8 P8
　8頁で、文章では「年平均降水量」、図では「平均年
降水量」となっている。

以下のように修正
　「平均年降水量」 ⇒「年平均降水量」

P17 P17

　17頁の治水事業の沿革で「明治時代の内務省は低水工
事と砂防工事を中心に行っていましたが、大正時代に入
りオランダ技術の導入により計画的に治水事業を実施す
ることが可能となり」の記述内容に違和感を感じる。

以下のように修正
「明治時代の内務省は低水工事と砂防工事を中心に行っていましたが、大正時代に入り、オラン
ダ技術の導入により計画的に治水事業を実施することが可能となり、福島地点に･･･」
　⇒
「明治時代に入ってからも度々大洪水に見舞われ、明治43年に第一次治水計画における第二期施
工河川の指定を受けましたが、本格的に改修工事に着手したのは大正8年からで、福島地点
に･･･」

P24 P24
　安積疎水というのは疎水にのって最初は上水もきてい
た。発電用水、工業用水と書いてあるが、安積疎水は水
道水源としても始まっている。

P24
「その後、安積疏水は発電用水・工業用水など郡山地方の殖産興業にも利用され、現在、郡山市
は内陸型工業都市として発展を続けています。」
⇒
「その後、安積疏水は水道・発電・工業用水など多目的に利用され、郡山地方の殖産興業に貢献
し、現在、郡山市は内陸型工業都市として発展を続けています。」

P25 -

　25頁の図を見ると、郡山の給水区域すべてを三春ダム
で供給しているという印象を受けるが、本来6,7割は猪
苗代から来ている。
　猪苗代湖が近くにあるので猪苗代湖からきているとい
う表現にしていただければ、上水については、先ほどの
ような流域圏的なニュアンスが出ると思う。

P25
安積疏水(上水)による給水区域を追加
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頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答



第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

　利水の現状についての記載が無い。渇水の話はよく書
いてあるが、量的な話がないので、流域として書いてお
いた方がよいと思う。書き方は事務局にお任せする。

水利構造が書けるかどうかわからないが、工夫していき
たい。

　水利用は支川で多く、その結果として本川の現状があ
るという認識の元に展開していくのだと思う。そういう
ことも含めて流域内での空間的な取水点を農業用水と上
水で分けて整理していただければと思う。

P35
P70

P35
P71

　P16の浸水想定図について、内水を含まないことを強
調しておかないと誤解を受けるのではないか。
　
　表題のところに「洪水発生時の外水氾濫による被害状
況」と入れていただければ結構。

　今の委員からのご指摘につきましては、そのように検
討させていただく。

以下のように修正
「図3-1 昭和61年8月洪水と同規模の洪水発生時の浸水想定図」
　⇒「図3-1 昭和61年8月洪水と同規模の洪水発生時の外水氾濫による浸水想定図」
「表4-2 現況と整備計画実施後の氾濫区域」
　⇒「表4-2 昭和61年8月洪水と同規模の洪水発生時の外水氾濫による被害状況」
「図4-2 現況と整備計画実施後の氾濫区域」
　⇒「図4-2 現況と整備計画実施後の外水氾濫による浸水想定図」

P45
P45
P47

　土砂のことを流域全体でやると書いてあるが、現状と
課題のところで土砂について書かれていない。
　是非その辺をうまく入れていただきたい。

P45 文章を修正
「このような箇所では、固定化された低水路において局所的な河床低下が発生しており、」
⇒「このような箇所では、固定化された低水路において局所的には5mもの河床低下が発生してお
り、」

P45 図3-10の下の文章を削除,図3-11を削除

P47 新たに見出しを追加し以下の文章を記載 ⅲ)河道の安定
「阿武隈川中下流部では、全体的に河床が低下傾向にあり、特に宮城県区間では昭和50年と平成
14年の比較で、最大2.5mも低下しているところも見られるなど、河床低下が著しくなっていま
す。 阿武隈川の河床低下の要因は、河川改修やダム、砂防による上流からの土砂供給の減少、河
川からの土砂採取などいろいろ考えられますが、河道を安定的に維持していくためには、河道内
の土砂移動だけではなく、供給源である上流山地から沿岸海域まで含めた流域全体の土砂動態に
ついて、治水、環境両面から適切に予測・評価していく必要があります。」

P30
P51

P30
P51
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P30 取水量の本支川割合に関する記述をP51に移動し、農業用水と上水の空間的な取水量に関する
図を追加
P51 3.2.1水利用の現状 を追加
「取水量・取水件数の本支川割合を見てもわかるように、阿武隈川は盆地部の最も低い位置を流
れており、本川からの取水が困難であるため、支川からの取水に大きく依存しています。主に支
川で取水される農業用水や工業用水などは、その目的に利用された後、阿武隈川本川に還元され
ますが、安積疎水など他水系から導水されている部分も含まれることから、より複雑な取排水形
態を呈しています。また、阿武隈川の水利用と本川の水量や水質との因果関係については不明な
点が多いため、流域の土地利用や浸透・蒸発散など流域全体を１つの水循環系としてとらえてい
く必要があります。」

以下 3.2.2流水の正常な機能の維持、 3.2.3水質　と見出し番号を修正



第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

P47
P107

P47
P109

　樹木の管理について、河川の近くの樹木は治水の邪魔
になるのですべて切ってしまえというような感じがす
る。ここに、『水辺林』という言葉を使っていただけれ
ば大変ありがたい。

　河川は生態系を維持していくために極めて重要な機能
を有しており、河川の樹木もできるだけ残せないかとい
う観点で樹木管理を現場で取り組んでいる。表現につい
ては工夫する。

P47 文章を以下のように修正
『在来種保護の観点等、河川環境への影響に配慮しつつ』
⇒『動植物の生息・生育環境を保全する観点等、河川環境への影響に配慮しつつ』
P109 文章を以下のように修正
「河道内の樹木は、洪水時の流水流下の阻害等、沿川の治水対策に悪影響を及ぼす場合がありま
す。このため、樹木の成長や繁茂の状況を定期的に調査し、必要に応じて樹木の伐採を行い、河
道内の流下能力を維持します。」
⇒「樹木の成長や繁茂の状況を定期的に調査し、河道内樹木の繁茂・拡大により洪水を安全に流
下させる上で支障となっている箇所や樹木群への土砂堆積により水際の陸地化が進行し阿武隈川
本来の景観や自然環境を変化させている箇所について、治水・環境の両面から適切に評価し、必
要に応じて伐採等の樹木管理を実施します。」

図5-28 左側のイメージ図中の外来種に関する記載を削除し、以下の注記に修正
「外来種の侵入により、在来種の割合が減少する」
⇒「樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化」
「必要に応じて伐採　伐採後に外来種侵入がないよう配慮」
⇒「河畔林の環境面の機能の保全に配慮しつつ必要に応じて伐採」
図5-28 図中の文章を修正
「流下阻害にならないよう適正に管理し、樹木群の環境面の機能を考慮しつつ必要に応じて伐採
を実施する」
⇒「河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を実施し、治水・環境面の機能を適正
に維持」
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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

P52 P53
　水質のmg/Lという表現が出てくるが、この頁だけリッ
トルが大文字になっている。それ以外はすべて小文字の
ような感じでしたので、統一していただきたい。

以下のように修正
　「mg/L」　⇒　「mg/l」

P55 P56
「水質悪化の防止」は消極的な感じがするため、「より
一層改善する」という方が積極的ではないかと思う。

P56 以下のように文章を修正
「関係機関や流域住民と連携して水質悪化の防止に努める」
⇒「関係機関や流域住民と連携し、より一層の改善に努める」

P57 P58
　三春ダム湖では、水質の保全対策のみならず、下流へ
の土砂還元など生態系保全対策も含めて行っているので
これについて付け加えてほしい。

三春ダムのｺﾗﾑに「リフレッシュ放流」「土砂還元試験」に関する写真・記述を追加
「･･･水質保全対策を実施しています。さらに、ダム湖だけではなくダム下流の河川環境への配慮
として、平常時の流量を変化させる『リフレッシュ放流』やダムに堆積した土砂を下流へ還元す
る『土砂還元試験』など新たなダム管理に向けた取り組みも積極的に行っています。」

P57 P58

　三春ダムでは、ダム完成前から民間の研究機関が自ら
出資して研究を重ねていることが非常に重要なのでこれ
を外に発信するなど三春ダムの活動がわかるように工夫
して頂きたい。

　三春ダムに民間の研究所があることは我々も承知して
おりますし、連携もしております。
　記載方法については、「民間研究所」とすると特定す
ることになるため「地域の研究活動」のような表現にな
る可能性もありますが、ご了承ください。

P58 三春ダムのｺﾗﾑに以下の記述を追加
「また、国土交通省で行っている対策だけではなく、生態系の保全に向けた地域の研究活動も積
極的に行われていることが大きな特徴です。」

P68 P69
　整備の目標について、60年に1回の洪水に対応すると
いう表現も併記していただきたい。

　S61年8月洪水とはどの程度の規模の洪水だというのを
コラムのような形で入れたい。

P69の欄外に以下の注記を追加
「戦後最大洪水である昭和61年8月洪水と同規模の洪水：福島地点で概ね60年に1回の洪水規模に
相当」

P68
P69

P69
P70

-

　洪水氾濫被害の対応という大きな括りの中で、外水の
対応と狭窄部の対応を１つの柱に括り、次に、大規模地
震と危機管理対策という形の括り方に変えさせていただ
きたい。

目次構成を以下のように変更、文章は修正無し
４.１.２  (1).安全性の確保
          (2).狭窄部等の氾濫被害への対応
          (3).内水被害への対応
          (4).大規模地震等への対応
          (5).危機管理体制の強化
⇒
４.１.２  (1).戦後最大規模の洪水への対応
          (2).内水被害への対応
          (3).大規模地震等への対応
          (4).危機管理体制の強化

P69 P70
　「図4-1 主要地点における河道の目標流量」に、さら
に括弧は目標流量という少しわかりにくくなっている。

　河道配分流量、目標流量の説明も含めて修正。
以下のように修正
「図4-1 主要地点における河道の目標流量」
　⇒「図4-1 主要地点における河道配分流量」

P69 -
　流量配分図のところで、遊水地のところに矢印でマイ
ナス毎秒100トンというような数値の記述は無理か。

　遊水地の詳細設計が終わった時点にならなければ明確
に書ききれないため、整備計画の段階では書けないこと
をご理解願いたい。

P70 P71
　外水氾濫だが、二本松と須賀川には氾濫域が残ってい
る。これに対する説明がなければ良くないのでは。

　土地利用一体型の水防災対策事業を実施している箇所
で災害危険区域として建築基準法に基づき規制をかけ、
整備計画においても現状のまま氾濫させた状態である。
どのような説明をするかということについて、工夫す
る。

P71 図4-2に以下の注記を追加
※3.整備後に残る浸水域について
　氾濫及び地形特性に応じた治水対策を実施する箇所については、家屋等の浸水被害を防止する
ことを中心とした治水対策を実施するため、浸水域が残る。
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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

P71 P72

　窒素、リンというものに対応していくには国土交通省
だけで対応できないものと思う。
　支川との連携すなわち市町村との連携を考えるという
ことが必要となり、そのような連携に対する姿勢につい
ての記載がほしい。

　「市町村と連携して・・・」というような書き方にな
るかもしれませんが、委員のおっしゃるような問題を十
分調べて対応できるところについては、記載したい。

P72 目標に関する記載を以下のように修正
『･･･見られないことから、関係機関や流域住民と連携して水質の保全・改善に努めます。』
⇒『･･･見られないことから、市町村などの関係機関との連携を十分に図り、流域住民の理解と協
力を求めつつ、水質の保全・改善に努めます。』

P76
P79
P85

P77
P80
P86

「図5-4 堤防整備箇所 位置図」となっているが、文章
と合わせると「堤防量的整備」と入れたほうがよいので
はないか。
　図5-6についても表現を合わせていただきたい。

以下のように修正
　「図５－４ 堤防整備箇所 位置図」　  ⇒「図５－４ 堤防の量的整備箇所 位置図」
　「図５－６ 堤防の質的整備実施箇所」 ⇒「図５－６ 堤防の質的整備箇所 位置図」
　「図５－１１ 遊水地整備箇所 位置図」⇒「図５－１１ 遊水地の整備箇所 位置図」

P85 P86

　遊水地は県の管理区間に整備されると想像される。こ
れは「遊水地は直轄でやりますよ」ということを表明し
ている事になるのか。
　上流部や支川など国の管轄外の区間について県などと
の連携をどうするのかということについて、前回議事録
の中で県など支川の管理者ときっちりと連携しますと書
き込むという話になっているので、この点について目配
りする必要がある。

　国の基準地点に調節効果を求めるという事は、国が責
任をもって対応するというのが基本的な考え方である
が、今この場で国がやると宣言したということではな
い。

P86 文章を以下のように修正
『に拡大する他、上流部に調節容量約900万m3の遊水地を新たに整備します。』
⇒
『に拡大する他、図５－１１に示す範囲に調節容量約900万m3の遊水地を新たに整備します。な
お、大臣管理区間外に整備する場合には福島県と十分な協議・連携を図ります。』

P85
P86

P86
P87

　遊水地の整備について、福島よりも上流の治水効果が
明記されるような工夫をしていただきたい。

　須賀川、郡山、福島地域に遊水地の効果が発現すると
いうことをもう少しわかりやすく本文にも書かせていた
だきたい。

P86において
「下流部に対し相対的に流下能力が低い上流部（福島市～須賀川市）において、戦後最大規模の
昭和61年8月洪水と同程度の洪水においてもピーク水位が計画高水位以下となるよう、福島地点で
100m3/sの洪水調節効果を発揮する遊水地を阿武隈川上流域に整備します。」
⇒「戦後最大規模の昭和61年8月洪水と同程度の洪水においてもピーク水位が計画高水位以下とな
るよう、須賀川市街地上流部に遊水地を整備します。」

P87において
縦断図に「下流部と比較して安全度の低い上流部において大きな水位低減効果を発揮」と吹き出
しを追加

P87 P88

　流域抑制対策というのが書かれているが、土地利用の
仕方自体をつっこんだ形で対策する必要がある。
　危険度ランク図をつくるということだが、氾濫原に住
んでいる方々が危険度を理解できるのかがはっきりしな
いので、内水について少し言葉が少し足りないと感じ
る。

　都市計画を誘導するような表現は、この整備計画では
私どもの責任を越えることになりますので書けない。沿
川の土地利用を市町村と連携して誘導していくという思
想を委員のご指摘を踏まえて書き込むように検討する。

P88の一番下の文章を以下のように修正
『総合的な内水対策の計画・実施に当たっては、雨水浸透や流域内貯留施設など流域内の流出抑
制対策を考慮した土地利用が重要であることから』
⇒
『総合的な内水対策の計画・実施に当たっては、雨水浸透や流域内貯留施設など流域内の流出抑
制対策や、内水被害の危険度を考慮した土地利用が重要であることから』

P92 P93

　本来その川がもっている特性がどういうものであるべ
きかという議論をきちんとしておくべきであって、本来
レキ川原が自然の特性を踏まえている場合にはレキ川原
を維持できるような樹木の管理が必要だと思う。
　魚類の産卵床など必ずしも治水面だけではなく、本来
の川の生態系はどうなのかという観点からきちっと整理
し、それに向かって整備することが必要。

　委員から頂いた意見を受け止め、河川工学はもちろ
ん、植物・生物の専門家の意見をいただきながら、実際
の管理計画、伐採計画を作成し実施するという努力をし
てまいりたい。

P93 以下のように修正
『・・・連続性を持つレキ河原が消失してきています。このような現象は、阿武隈川が本来持っ
ている動植物の生息環境の多様性や河川景観を消失することになるため、砂州の適正な維持と陸
域と水域の連続性確保の観点から、河道内樹木のモニタリングを実施し、砂州上樹木の伐採など
の樹木管理を実施します。また、実施に当たっては、ヤナギ類に依存する動植物の生息・生育環
境についても考慮しながら実施します。』
⇒
『・・・連続性を持つレキ河原が消失してきており、このような現象は阿武隈川が本来持ってい
る動植物の生息環境の多様性や河川景観の消失につながります。今後は、学識経験者から助言を
いただきながら阿武隈川本来の水際環境の姿を適切に把握し、それらを保全・再生するための取
り組みとして、動植物の生息生育に配慮しつつ砂州の適正な維持や砂州上樹木の伐採などを実施
します。』
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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

- P121

　上流域の遊水地の計画は農業的な土地利用をしながら
遊水地として使い、農業政策や農村計画との関わりが出
てくると予想される。長い歴史の中で河川整備と農業的
な土地利用や都市計画的な土地利用との関係が除々に認
識されてきていることを重視している。
　単に河川の中だけではなく、その周辺の土地利用との
関わりを重視することになってきていることを評価すべ
きであり、整備計画の中で位置づけとして載せてもいい
のではないか。
　整備計画の中で県や流域の市町村とどういう連携をし
ていくのか。整備計画そのものがそういう連携のプロセ
スが必要なのだというところを位置付けて頂きたいとい
う趣旨である。

　各種行政や地域と連携を深め、総合的な話し合いを
しっかりやっていくという姿勢をこの第5章以降に書き
込むということについて検討させていただきたい。

新規見出しを追加し、以下の文章を記載
P121 5.3.1 地域の理解と協力による河川整備
『本整備計画の目標達成までには概ね３０年の長期間を要します。そのため、整備途上段階での
災害時にも被害が最小限となるよう、洪水ハザードマップの作成・周知、危機管理意識の啓発な
ど防災・減災への取り組みが重要となっています。また、輪中堤や宅地嵩上げなど流域の土地利
用と一体となった河川整備や流域内の流出抑制対策などの水害に強い地域づくりに向けた取り組
み、さらには、阿武隈川の水質改善をはじめとした健全な水循環系の構築に向けた取り組みなど
は、河川管理者をはじめとした行政だけでの対応には限界があります。これらの課題に柔軟に対
応し、取り組みを実効性のあるものとしていくためには、地方自治体などの行政担当部局と河川
管理者の緊密な連携はもとより、地域住民の理解と協力に基づく流域一体となった連携・協働が
必要不可欠です。このため、積極的な情報の公開と情報の共有に努め、参加・連携の機会を確保
することにより、行政と地域との対話や相互理解を促しながら本整備計画を推進します。』

- P121

　二本松の例をかこみで紹介できないか。二本松の例の
ように河川サイドと地域が協調して安全な住まい方など
に向けて地域の努力と協力を得て実施していることを是
非入れていただきたい。

　災害危険区域の指定についての記載に少し手を入れ、
二本松と丸森地域では市町村が条例を作成した事例につ
いて入れたい。

P121 二本松市の事例をコラムとして追加

-
目次
P124

　素案を見る限りではどういう形で全体がつながるのか
ということが多岐にわたってるだけに見えない。資料-3
が大変わかりやすいので、これを整備計画本文中に付録
などで追加していただきたい。

資料-3を後ろに付ける方向で検討します。
第4回委員会資料－3を素案の最後に添付し、目次に
『＜参考＞　阿武隈川水系河川整備計画素案【大臣管理区間】の構成』
を追加

全体 -
　最後が尻きれトンボみたいになっている印象があった
ので、あとがきとして決意表明のようなところを最後に
書いていただくのがよいという印象を受けた。

意見を踏まえ原案作成時に修正

P17 P17

P17
「阿武隈川水系では、平成16年1月に河川整備基本方針が策定され、この方針に基づき今後概ね３
０年間の具体的な川づくりの計画である河川整備計画を策定します。」
⇒
「これを受け、阿武隈川水系では、平成16年1月に河川整備基本方針が策定されました。」

P19 P19 図２－１０　摺上川ダムが図に入っていないため、追加した

P22
「平成9年に右岸支川大滝根川に三春ダム」
⇒「平成10年に右岸支川大滝根川に三春ダム」

図２－１３　摺上川ダムと三春ダムの容量配分図の順番を修正

図２－１３　摺上川ダム貯水容量配分図中の単位を千m3に統一

P24 P24 「安積疏水による導水状況」⇒「図２-１５ 安積疏水による導水状況」

P25 P25
都市用水(上水、工水)の給水エリアである注記を以下のように追加
「図２－１５ 利水施設の給水区域」
　⇒「図２－１６ 利水施設の給水区域(ダムは水道用水、阿武隈大堰はかんがい用水)」
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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

P39 P39
P39 下から5行目
「堤防が完成している箇所においても安全性の」
⇒「必要な堤防の断面が確保されている箇所においても安全性の」

P50 P50 「吾妻山火山災害ハザードマップ」⇒「図３－１５ 吾妻山火山災害ハザードマップ」

P51 P52

図３-１９ 乙字ヶ滝の渇水状況写真を削除(2.2.2渇水の歴史 と重複するため)
文章を修正
「平成17年に摺上川ダムが供用を開始したことにより、」
⇒「平成18年に摺上川ダムが管理運用を開始したことにより、」

P53 P54
「流域内市町村の汚水処理人口普及率（H17.3 福島・宮城県HPより）」
⇒「流域内市町村の汚水処理人口普及率 出典：「福島・宮城県HP」※平成17年3月時点」

P56 P57

図３－２６　グラフ差し替え
図の差し替えに伴い文章を以下のように修正
「ダム湖の水質の指標として一般的なCODを見ると、三春ダムは4.0～5.5mg/lの間で、七ヶ宿ダム
は2.0～3.0mg/l程度で安定傾向にありますが、三春ダムは湖沼の環境基準値を超過している状況
です。」
⇒「ダム湖の水質の指標であるCODを見ると、七ヶ宿ダムは2.0～3.0mg/l程度で安定傾向にあり、
河川の水質の指標であるBODを見ると、三春ダムは1.3～1.8mg/l程度で安定傾向にあります。」

「七ヶ宿ダムでは平成17年に一時的に高い数値が観測されています。」
⇒「七ヶ宿ダムでは経年的に環境基準値を超過している傾向にあります。」

P74 P75

５.１ 河川工事の目的、種類及び施行の･･･　の下に以下の文章を追加
「河道掘削等河川整備における調査，計画，設計，施工，維持管理等の実施にあたっては，河川
全体の自然の営みや歴史・文化との調和にも配慮し，阿武隈川が本来有している動植物の生息・
生育環境及び河川景観を保全創出する多自然川づくりを基本として行います。」

表５－１の上の文に以下の文章を追加
「なお、整備にあたっては、まちづくり計画との調整等、地域と連携して実施します。」

P78 P79
図５－５ 堤防の質的整備断面イメージ
パイピングによる　⇒　浸透水による

P80 P81

P81
「ハード面の整備を進めるとともに、市町村による災害危険区域の指定を促し、適切な土地利用
への誘導を図ることで、」
⇒
「ハード面の整備を進めるとともに、丸森町や伊達市、二本松市で行われた条例による災害危険
区域の指定のように、適切な土地利用への誘導を図ることで、」

P88 P89 図５-１４の新規防災ステーションの位置を修正

P119 P100
以下のように目次構成を変更
P119 5.3.1河川環境のモニタリング　⇒　P100 5.1.3.(5) 河川環境のモニタリング
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第４回委員会での意見を踏まえた素案の修正内容

素案
(第4回委員会版)

素案
(公表版)

頁
意見(要旨) 修正内容委員会における事務局の回答

P99 P101

ダムに関する情報提供も行うため以下のように修正
「(5).河川環境情報の提供」⇒「(5).環境情報の提供」

「様々な活動で阿武隈川を利用する人々」
　⇒「様々な活動で阿武隈川・ダム湖を利用する人々」

「イベント情報なども含めた総合的な河川環境情報を」
　⇒「イベント情報なども含めた総合的な環境情報を」

「河川環境環境に係わるリアルタイムの情報発信により、阿武隈川を利用する人々の利便性を高
めるとともに、河川愛護や環境保全など河川環境に対する意識の向上を図ります。」
⇒
「河川環境・ダム湖周辺環境に係わるリアルタイムの情報発信により、阿武隈川やダム湖を利用
する人々の利便性を高めるとともに、河川愛護や環境保全など環境に対する意識の向上を図りま
す。」

P115 P117 図５-３４にダムの絵を追加-

-
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